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〔本論文の要旨は昭和23年11月近幾結核集團会並びに昭和24年4月 第24回日本結核病学会総

会に於て発表せり〕

第1章 緒 言

結核菌の焦性葡萄酸の代謝に就ては全 く研究が

行われていないQ川 畑①はツンベルグのメチ レン

音法にて人型及び牛型結核菌の腕水素反慮に就て

研究 を行い焦性葡萄酸 に就ては人型 ・牛型共に速あ
か に其の脱水素 反慮 を起 すが、人型矢号株 のみは

貌 水素 しない と述 べて いる｡

結 核菌 の焦姓葡萄酸代 謝の研究 の皆無 であるの

に比べ て其の他細菌 に就 ては特 に酵素化学的研究

が多 く、乳 酸菌(Lipmann(2))淋 菌(Barr0n(3))、 葡

萄歌球菌及 び淋 菌(4)(Krebs大 腸 菌(Sti11(5))

C10stridiumbutylicum(KoepsellandJohmsoll(f'))、

及 びProteusvulgaris(Stumpf(7)等 が ある｡

私 共は結核菌の代謝 を酵素化学的 に観 ようとして

先 に結 核菌の グ リセ リンの代謝 に就 て報告 した⑧

が本報 に於て は結核菌 の焦性葡萄酸 の代謝 に就て

述べ る｡

第2章 實験方法

結核菌浮游液の調製法、及び焦性葡萄酸の酸化

の測定法は凡て前報(9)の如 く行つた｡使 用菌株は

鳥型菌を使用した｡基 質 としてはErlenmeyer法
ひ

にて調製したる焦性葡萄酸の1/10モ ル溶液0.1cc

を用いた｡焦性葡萄酸の定量はCliftandCOGk(le)

法に從つた｡

以上の他に結核菌膜を基質に作用せ しめて一定

時間後其の分解産物 を追求する方法を併用 した｡

第3章 實験成績

第1節 結核菌による焦性葡萄酸の酸化

鳥型菌浮游液を焦性葡萄酸に作用せ しめて、酸

素消費量をワールプルグの検圧法に從つて測定し

たのに、一分子の焦性葡萄酸に対して3原 子の酸

素清費をみとめた｡簸}

又焦性葡萄酸の0・13モ ル溶液に鳥型菌のグ リ

セリン肉汗培養第6日 目の菌膜(生 理的食塩水に

て充分洗灘し、培養成分を除去 したもの)を 作用

せ しめ、分解漕失する焦性葡萄酸をCliftand

C00k法 で測定したのに37｡9に 於て40時 間後

35%64時 間後53%、92時 闇後73%分 解され

ているのを知つた｡

又 ワールブルグ槍 圧 法 にてWarburg及 び

YabUsoe(9)法 にて呼吸商(R.Q.)を 測定した結果

では、グ リセリン塞天培養第7日 目の菌にて、焦

性葡萄酸を添加 したときの値は141で あ り、菌の.

みのR・Q.は0・85で ある｡

以上の成績か ら明 らかに鳥型菌によつて焦性葡

萄護の酸化分解が行われることを知つた｡

第2節 至逃pHに 就て

N/10燐 酸綾衝液にて種々のpH緩 衝液 を作 砂、

焦性葡萄酸の酸化の至適pHを 求めると7.5附

近にあ 鉱 一一・ta基性脂肪酸の至適pHと 一 致 し

ている｡

第3節Qo2と 培養條件との開係

鳥型蔚のグリセ リン寒天培地か ら数本のグ リセ

リン寒天培地及びKirchner氏 無蛋白培地(Kir・・

ehner氏 培地 よb血 清 を除V、たものりに同時に植

継いで培養第3乃 至10日 目に各々菌浮滋液を調

製 して菌のみの場合 と、之に2×10-fiモ ル量 の
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焦性葡萄酸を添加 した場合とに就てQ(igを:測 定

した｡そ の成績は第1表 に示す如 く培養第6乃 至

8日 目に基質を加 えた時と、菌のみのときのQo2

の差は最 も大で從つて基質の酸化は最 も強 く、又

第1表Q・2と 培i養條件 との関係

グ リセリン肉汗培地の方が遙かにQo2の 差が大

きく酵素作用が強V・｡即 ち菌の焦性葡萄酸々化作

用は菌の培養日数及び培養條件により影 響 ざれ

る◎

(数字はQo,・を示す)
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&234・8124司2刈 ・刎 ・α・t
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離 魏萄5・ ・ い ・7い ・61・2・8{・ …'{・3・4い2円 ・・ユ

蚤Kirchller民 無 蛋白培地の組成はグルタミン酸 ソー

ダe・"「%fク エ ン酸 ソ{ダ0.25%硫 酸 マグネシウム

0・%%KH .PO40・4%,K亀HPO4・12・II-00.3%,グ

リセ リン3%,寒 天3%で ある｡

第4節 種 々の阻害rwの 影響tpt

第2表 に示す如 く結核 菌の焦性 葡萄酸 々化 力は

亜砒 酸青酸 に よつて低 濃度 で阻害せ られ る｡然 し

マ ロン酸阻害 はみ とめ られ ない｡此 の点 はグ リセ

リンの酸化 と異 なつ ている｡

第5節 焦 性葡蕊酸 の酸 化中間代謝物質に就 て

鳥型菌 のグ リセ リン肉汗培養第6日 目の菌膜 を

無 菌的 に採 り、之 を充分 に滅菌生理的食塩水 にて

洗灘 し、之 に附 着 してい る培 養成分 を除 去 し、(乾

燥 菌量1.89、 之 を焦性 葡萄酸 ソ…一・・ダの0.13モ ル

溶 液(燐 酸緩衝液N/10pH7.5;MgSO4を0.25

%の 割 に含 む｡)500ccに 浮 游 せ しめ、浬度37｡C
ら

にて、一定時闇後 一定 試料 を探 り、Cliftand

Cook法 にて焦性葡 萄酸量 を測定 し、92時 聞後

73%分 解されているのを知つた◎次に此の92時

朋作用後の試料に就て第3表 の要領に從つて分解

生成物 を調べた結果、分解焦性葡萄酸 量の7.1%

に梱当する酷酸 と、微量の號珀酸を証明すること

が出來たΦ

対照としては焦性葡萄酸 を含 まない燐酸綾衝液

に同様菌膜を浮游せ しめたが分解産物として酷酸
な が

が痕跡 をみ、とめられたのみである｡

上述の如 く焦性葡萄酸の代謝生成物 として酷酸

が証明されたので、次に酷酸 ソーダを基質として

鳥型菌を作用せしめ、22時 聞後94・4%、64時 闇

後98.6%の 酷酸が分解消失しているのを認め、

水蒸氣蒸溜残液のエーテル抽禺部か ら微量の魏珀

酸 を証明し得た｡

第2表 阻 害 剤 の 影 響

添加
阻 害 物 質

添加終
末濃度
(モル)

阻 害 度

菌の呼吸
に対 し

酸
対
萄
に
葡
化
性
酸
焦
の
し

要轍 ソ「 ・・-3
・%}・ ・0%

青酸 ソー列 ・・4 2・%昭1・ ・%

マ ・ ン酸 い/24・ ・%{ 0%

焦性葡萄酸の酸化生成物 として酪酸の少量 しか

検出し得なかつたのは生成した酷酸が更に菌に よ

り分解 し去つたためであろ う｡又 焦性葡萄酸、酷

酸の両者 よりその分解産物として微量の現舶酸を

み とめ得た ので あつて、從つて焦性葡萄酸は結

核菌によつて次の如 き変化を行 うもの と思 われ

る｡

/CO2十H20
C櫨 繍 罎H→簿 『COO騒

＼ρH・-C・・H
CH2-COOH

続 珀 酸
な

但 し號珀 酸は定性 反癒 にて証 明萬來 たのみであ

るので將來 の検討 を要 する｡轟

第3表 鳥型菌による焦性葡萄酸の中間代謝

鳥型菌のグリセ リン肉汁培養第6日 目の菌膜(菌 量1・89)

を焦性葡萄酸の0・13モ ル溶液500ceに 作用せしむ｡

37｡C92時 間後73%の 焦性葡萄酸分解せ る試料
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↓

1溜 出 液l

pH4ρ3500c(初 溜pH
3・5)

溜 出液厳酸性を呈 しなくな
る迄探る｡
蟻酸,Ciet上 の脂肪酸,プ
ロピォ ン酸←)・酷酸を硝酸

銀を加え沈澱せ しめ・冷水不溶熱水可溶
の 酸 酸銀 を

得 叉酷酸エチル法にても
酪酸を証明す｡從
つて,溜 液中の有機酸は

酷酸と考えられ るo
↓溜液10
ceN/100NesOH

にて滴定すると其の9・63cc
に当量であるQ此 の量は分

解を受けた焦性葡萄酸の7
・1%に当 る｡

吻灘甥 囎oぷ謡｡
NaOHO・2ccに 当 る｡即 ち

極めて僅かである｡

第4章 結

`↓

濾紙及び「シヤンペラン」細菌濾過器を濾過
↓濾紙
pH9・0500cc

N・H.SOgを 加えてpH2.0と す
↓水蒸
氣蒸溜一

↓

塵 劃
蒸発血 上約1/10に 濃縮
(60｡C以 下)
pH2｡0と しエ{テ ル抽出

30時 聞

↓

抽出液↓

エーテル追出 し

淡黄色シラツプ 賢
瑳珀酸定性 ヒドロキノン
硫駿法陽性但
し結唱を得ず｡

論

黛 性葡萄酸は鳥型結核菌によつて酸化せ られ、

グ リセリン肉汗培養菌は無蛋白培地培 養 菌 に比

し、著 しく酸化酵素作用が強 く、其の酸化の至適

pHは7・5附 近にあり、亜砒酸 ・青酸によつて阻

害せ られる｡而 して焦性葡萄酸は一部酷酸 を経て

完全分解ぜ られ、小部分は號珀酸となる一つの代

謝過程が考えられる｡

稿を終るに臨み、御指導と御鞭燵を賜つた恩筋渡辺三

郎院長並びに赤堀四郎教授に謹んで謝意を表す｡又 市原

硬教授の御指導と御校閲を賜つたことに深謝する｡
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喀痰培養による結核集團検診の研究

(第二報)菌 陽性者の臨林所覗に就て

鳥 取 市 民 病 院

荻 原 宏 治

(既の論文の要旨は第21回 日本結核病学会に発表した)

第 一章 緒 言

集團検診によつて発見 した結核患者の臨林所見

に就ては多 くの人によつて論 じられているが ω一

(9)・(16)一(19)、患者全員を入院ぜ しめて観察 した

報告は見当 らない｡著 者はさきに喀湊培養によつ

て発見 した菌陽性者151名(第1報 告参照)の 中、

培養中に韓出 した8名 を除 く143名 を病院に牧容

し、臨豚諸楡索 を行いつつ経過 を観察し、特に之

等患者の喀湊中の菌排出歌態 を検査 したので其の

概要を報告する｡
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